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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

(注) １株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、役員向け株式給付信託として保有する当社株式を含めておりま
す。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 20,343 5.2 1,319 0.1 1,333 6.2 704 △66.2
27年3月期第2四半期 19,338 4.5 1,317 49.7 1,255 54.6 2,085 473.2

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 806百万円 （△61.3％） 27年3月期第2四半期 2,080百万円 （280.2％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 35.30 ―
27年3月期第2四半期 103.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 31,247 20,139 63.9
27年3月期 33,301 19,917 59.3
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 19,973百万円 27年3月期 19,738百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 32.50 32.50

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,000 4.7 3,800 6.4 3,770 9.4 2,400 △2.6 120.25

s36611
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注) 詳細は添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注) 期末自己株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、役員向け株式給付信託として保有する当社株式を含めております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対するレビ
ュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 20,118,000 株 27年3月期 20,118,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 156,092 株 27年3月期 159,752 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 19,960,048 株 27年3月期2Q 20,082,515 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日）におけるわが国経済は、政府の量的・質

的金融緩和により国内需要は堅調さが維持されており、企業部門・家計部門ともに緩やかな回復が続いています。

一方、海外経済は、先進国を中心として堅調な成長を続けておりますが、中国経済の成長鈍化が顕在化してきてお

り、その影響は米国の金利引き上げ時期の迷走や世界経済全体の成長性懸念へと及んできております。

このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高20,343百万円（前年同期比

5.2%増）、営業利益1,319百万円（同0.1%増）、経常利益1,333百万円（同6.2%増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は704百万円（同66.2%減 ）となりました。

事業分野別の状況は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、開示セグメントを従来の提供サービスをベースとした「市場調査・コンサ

ルティング」、「システムソリューション」及び「医薬品開発支援」の３区分から、顧客業界と提供サービスをベー

スとした「マーケティング支援（消費財・サービス）」、「マーケティング支援（ヘルスケア）」及び「ビジネスイン

テリジェンス」の３区分に変更しており、当第２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいてお

ります。

① マーケティング支援（消費財・サービス）事業

マーケティング支援（消費財・サービス）事業は、対話型プロモーション、i-SSP（インテージシングルソー

スパネル）といったコミュニケーション分野やインターネット調査は好調に推移しておりますが、利益面では

重点領域であるコミュニケーション分野への開発費が引き続き影響し、増収減益となりました。

　この結果、マーケティング支援（消費財・サービス）事業の連結業績は、売上高13,282百万円（前年同期比

8.5%増）、営業利益459百万円（同29.0%減）となりました。

② マーケティング支援（ヘルスケア）事業

マーケティング支援（ヘルスケア）事業は、平成26年６月２日付で実施した株式会社アスクレップにおける

一部事業譲渡による売上高の減少が影響したものの、株式会社アンテリオにおけるインターネット調査の好調

に加え、EDC（電子的臨床検査情報収集）も堅調な受注があったことから、売上高はほぼ横ばいとなりました。

また、収益性の高い案件の伸びや事業の譲渡によるコスト削減などにより利益は大きく改善が図られ、減収増

益となりました。

　この結果、マーケティング支援（ヘルスケア）事業の連結業績は、売上高4,568百万円（前年同期比0.3%減）、

営業利益は706百万円（前年同期比64.8%増）となりました。

③ ビジネスインテリジェンス事業

ビジネスインテリジェンス事業は、堅調に推移したものの前年同期の大型案件の反動により減収減益となり

ました。

　この結果、ビジネスインテリジェンス事業の連結業績は、売上高2,492百万円（前年同期比0.6%減）、営業利

益153百万円（同36.8%減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ2,470百万円減少し、19,089百万円となりました。これは、仕掛品が957百

万円増加したものの、現金及び預金が2,246百万円、受取手形及び売掛金が1,362百万円減少したことなどによるも

のです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ416百万円増加し、12,157百万円となりました。これは、リース資産（純

額）が212百万円、投資有価証券が214百万円増加したことなどによるものです。

この結果、総資産は2,054百万円減少し、31,247百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ2,465百万円減少し、7,577百万円となりました。これは、買掛金が275百万

円、未払法人税等が1,384百万円、その他に含まれる未払消費税等が865百万円減少したことなどによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ188百万円増加し、3,530百万円となりました。これは、リース債務が201百

万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は2,277百万円減少し、11,107百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ222百万円増加し、20,139百万円となりました。これは、利益剰余金が

116百万円増加したことなどによるものです。

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により769百万

円、投資活動により668百万円、財務活動により816百万円使用した結果、前連結会計年度末に比べ2,245百万円減少

し、6,120百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は△769百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ

1,701百万円の支出増加となりました。これは主に、たな卸資産の増加額が減少したものの、売上債権の減少額の

減少や、未払消費税等の減少額、法人税等の支払額が増加したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金収支は△668百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ

3,973百万円の支出増加となりました。これは主に、前年同期は連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入が発生したことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金収支は△816百万円と前第２四半期連結累計期間に比

べ3,846百万円の支出減少となりました。これは主に、前年同期は長期借入金の返済による支出が発生したことな

どによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成27年５月12日付「平成27年3月期 決算短信〔日本基準〕(連結）」で発表いた

しました通期の連結業績予想に変更はありません。

※ 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さま

ざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。

　また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更い

たします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載してお

ります。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,377,976 6,131,711

受取手形及び売掛金 9,208,868 7,846,582

仕掛品 1,384,402 2,342,200

貯蔵品 34,248 51,278

繰延税金資産 1,101,731 1,300,806

その他 1,459,689 1,420,792

貸倒引当金 △6,080 △3,424

流動資産合計 21,560,835 19,089,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,697,196 1,602,978

器具備品（純額） 352,604 336,557

土地 1,998,156 1,998,156

リース資産（純額） 701,303 914,188

その他（純額） 0 0

有形固定資産合計 4,749,261 4,851,881

無形固定資産

のれん 537,893 389,620

その他 1,326,726 1,435,076

無形固定資産合計 1,864,619 1,824,696

投資その他の資産

投資有価証券 1,576,565 1,790,644

繰延税金資産 796,429 632,262

退職給付に係る資産 1,569,521 1,735,655

その他 1,184,534 1,322,456

投資その他の資産合計 5,127,050 5,481,019

固定資産合計 11,740,931 12,157,598

資産合計 33,301,766 31,247,545
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,462,048 2,186,600

短期借入金 57,000 －

リース債務 300,957 327,610

未払法人税等 2,074,960 690,336

賞与引当金 1,492,541 1,642,565

ポイント引当金 960,968 1,063,359

役員賞与引当金 6,000 5,256

株式給付引当金 3,095 －

その他 2,685,027 1,661,415

流動負債合計 10,042,599 7,577,144

固定負債

役員退職慰労引当金 4,000 －

株式給付引当金 23,778 22,941

退職給付に係る負債 2,840,888 2,829,196

リース債務 473,460 675,062

その他 － 3,250

固定負債合計 3,342,126 3,530,450

負債合計 13,384,726 11,107,594

純資産の部

株主資本

資本金 1,681,400 1,681,400

資本剰余金 1,336,688 1,336,688

利益剰余金 15,692,531 15,808,918

自己株式 △221,537 △216,388

株主資本合計 18,489,081 18,610,618

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113,557 203,496

為替換算調整勘定 532,426 553,762

退職給付に係る調整累計額 603,819 605,782

その他の包括利益累計額合計 1,249,803 1,363,040

非支配株主持分 178,154 166,291

純資産合計 19,917,039 20,139,950

負債純資産合計 33,301,766 31,247,545
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 19,338,252 20,343,945

売上原価 13,863,514 15,176,714

売上総利益 5,474,738 5,167,231

販売費及び一般管理費 4,156,914 3,847,960

営業利益 1,317,823 1,319,271

営業外収益

受取利息 994 3,844

受取配当金 29,866 33,820

受取保険金及び配当金 17,187 6,159

その他 14,323 12,277

営業外収益合計 62,372 56,102

営業外費用

支払利息 18,811 7,296

持分法による投資損失 91,671 24,471

その他 14,196 10,139

営業外費用合計 124,679 41,907

経常利益 1,255,517 1,333,465

特別利益

関係会社株式売却益 2,911,668 －

負ののれん発生益 5,877 －

特別利益合計 2,917,546 －

特別損失

減損損失 178,398 －

特別退職金 131,420 －

退職給付制度終了損 284,838 －

関係会社株式評価損 － 122,641

その他 10,916 －

特別損失合計 605,572 122,641

税金等調整前四半期純利益 3,567,490 1,210,823

法人税、住民税及び事業税 1,543,175 590,613

法人税等調整額 △81,208 △73,900

法人税等合計 1,461,967 516,713

四半期純利益 2,105,523 694,110

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

19,620 △10,411

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,085,903 704,521
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 2,105,523 694,110

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,036 89,938

為替換算調整勘定 △80,875 20,101

退職給付に係る調整額 58,342 1,962

その他の包括利益合計 △24,569 112,003

四半期包括利益 2,080,953 806,113

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,062,288 817,759

非支配株主に係る四半期包括利益 18,665 △11,645
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,567,490 1,210,823

減価償却費 673,223 689,659

減損損失 178,398 －

のれん償却額 98,212 47,315

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △204,258 △166,134

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △425,811 △11,603

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25,000 △4,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 182,500 150,085

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,000 △744

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,446 △2,627

ポイント引当金の増減額（△は減少） 78,064 102,391

株式給付引当金の増減額（△は減少） － △3,932

受取利息及び受取配当金 △30,861 △37,665

支払利息 18,811 7,296

持分法による投資損益（△は益） 91,671 24,471

関係会社株式売却損益（△は益） △2,911,668 －

負ののれん発生益 △5,877 －

特別退職金 131,420 －

退職給付制度終了損 284,838 －

関係会社株式評価損 － 122,641

売上債権の増減額（△は増加） 2,472,015 1,395,685

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,819,777 △972,501

仕入債務の増減額（△は減少） △224,970 △272,073

未払消費税等の増減額（△は減少） 30,010 △865,058

その他 175,566 △239,428

小計 2,348,444 1,174,601

利息及び配当金の受取額 31,605 37,767

利息の支払額 △18,811 △7,296

特別退職金の支払額 △131,420 －

法人税等の支払額 △1,296,973 △1,974,095

営業活動によるキャッシュ・フロー 932,845 △769,021

決算短信 （宝印刷）  2015年11月06日 12時52分 11ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社インテージホールディングス(4326) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

10

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △26,944 △9,472

定期預金の払戻による収入 － 9,480

有形固定資産の取得による支出 △129,959 △79,876

無形固定資産の取得による支出 △284,707 △350,985

投資有価証券の取得による支出 △451,490 △105,526

貸付金の回収による収入 1,371 1,755

長期貸付金の回収による収入 47,320 －

関係会社株式の売却による収入 21,644 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△82,698 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
による収入

4,210,041 －

差入保証金の差入による支出 △25,079 △165,111

差入保証金の回収による収入 14,456 28,132

その他 11,508 3,580

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,305,459 △668,023

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △592,046 △57,513

長期借入金の返済による支出 △3,173,000 －

非支配株主からの払込みによる収入 18,159 －

リース債務の返済による支出 △165,892 △163,894

自己株式の取得による支出 △218,057 －

配当金の支払額 △531,183 △594,792

非支配株主への配当金の支払額 △800 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,662,819 △816,199

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,072 10,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △438,586 △2,242,444

現金及び現金同等物の期首残高 7,926,449 8,366,377

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △3,131

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,487,862 6,120,801
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月06日 12時52分 13ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社インテージホールディングス(4326) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

12

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント
合計

（千円）
マーケティング支援

（消費財・サービス）

(千円)

マーケティング支援

（ヘルスケア）

(千円)

ビジネス

インテリジェンス

(千円)

売上高

外部顧客への売上高 12,247,268 4,583,381 2,507,602 19,338,252

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─

計 12,247,268 4,583,381 2,507,602 19,338,252

セグメント利益 646,571 428,910 242,342 1,317,823

(注)セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント
合計

（千円）
マーケティング支援

（消費財・サービス）

(千円)

マーケティング支援

（ヘルスケア）

(千円)

ビジネス

インテリジェンス

(千円)

売上高

外部顧客への売上高 13,282,662 4,568,562 2,492,720 20,343,945

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─

計 13,282,662 4,568,562 2,492,720 20,343,945

セグメント利益 459,366 706,850 153,053 1,319,271

(注)セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、組織構造の変更及び管理区分の見直しを行ったことに伴い、報告セグメントを

従来の「市場調査・コンサルティング」、「システムソリューション」及び「医薬品開発支援」の３区分から、「マ

ーケティング支援（消費財・サービス）」、「マーケティング支援（ヘルスケア）」及び「ビジネスインテリジェン

ス」の３区分に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。
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